
　

い
し
か
り
砂
丘
の
風
資
料
館
で
実
施
さ

れ
た
｢石
狩
十
大
事
件
…
っ
て
、ど
れ
？
｣

で
候
補
20
件
の
中
か
ら
来
館
者
の
皆
さ
ん

に
投
票
し
て
も
ら
い
、最
も
票
を
集
め
た

の
は
｢石
狩
空
襲
｣で
し
た
。

　

1
9
3
9（
昭
和
14
）年
か
ら
1
9
4
5

（
昭
和
20
）年
ま
で
起
こ
っ
た
第
二
次
世
界

大
戦
は
歴
史
的
に
も
大
き
な
出
来
事
で

あ
り
、広
島
や
長
崎
の
原
爆
に
つ
い
て
は

誰
も
が
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
中
、そ
う
し
た

戦
争
の
跡
と
い
っ
た
も
の
を
身
近
な
、地

元
の
出
来
事
と
し
て
知
る
事
が
で
き
る
の

が
こ
の
｢石
狩
空
襲
｣だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。こ
の
空
襲
は
1
9
4
5
年
7

月
14
日
・
15
日
に
起
き
た
｢北
海
道
空
襲
｣

の
一
部
で
、石
狩
で
は
ア
メ
リ
カ
海
軍
艦
載

機
に
よ
り
石
狩
本
町
地
区
、八
幡
町
、厚

田
区
望
来
、古
潭
、浜
益
区
毘
砂
別
が
被

害
を
受
け
ま
し
た
。『
戦
災
記
録
簿
』に
よ

る
と
、機
銃
掃
射
に
よ
っ
て
馬
や
牛
が
撃

た
れ
た
他
、30
余
り
の
ア
メ
リ
カ
軍
艦
載

機
に
よ
る
銃
爆
撃
も
行
わ
れ
、旧
石
狩

市
域
で
は
死
者
13
人
、
被
災
家
屋

2
2
4
戸
、罹
災
者
約
9
0
0
人
に
の

ぼ
り
、札
幌
市
を
含
む
石
狩
管
内
で
最
大

の
被
害
を
受
け
ま
し
た
。建
造
物
へ
の
被

害
も
大
き
く
、当
時
の
町
役
場
庁
舎
や

海
浜
ホ
テ
ル（
1
9
3
7
年
建
設
・
田
上

義
也
設
計
）も
焼
失
し
ま
し
た
。

　

今
回
展
示
し
た
資
料
は
、｢5
イ
ン
チ
ロ

ケ
ッ
ト
弾
の一
部
｣で
す
。5
イ
ン
チ（
12・7㎝
）

ロ
ケ
ッ
ト
弾
は
、ア
メ
リ
カ
海
軍
が
第
二
次

世
界
大
戦
で
使
用
し
た
兵
器
で
、航
空
機

か
ら
艦
船
や
地
上
の
目
標
を
攻
撃
し
ま
し

た
。全
長
1
6
5
㎝
で
弾
頭
に
約
20
㎏
の

弾
薬
が
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。石
狩
を

攻
撃
し
た
ア
メ
リ
カ
の
艦
載
機
F
4
U
コ

ル
セ
ア
戦
闘
機
は
8
発
の
ロ
ケ
ッ
ト
弾
を

装
備
し
て
い
ま
し
た
。展
示
し
た
ロ
ケ
ッ
ト

弾
に
は
、弾
薬
が
入
っ
て
い
た
先
端
部
は

残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、金
属
の
ひ
し
ゃ
げ

た
状
態
か
ら
爆
発
の
威
力
が
う
か
が
わ

れ
ま
す
。

　

こ
の
｢石
狩
空
襲
｣は
大
変
悲
惨
な
事

件
で
あ
る
一
方
、今
回
、「
現
在
の
石
狩
へ
の

影
響
度
」と
い
う
面
か
ら
十
大
事
件
に
は

含
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か

し
、北
海
道
・
日
本
全
域
の
歴
史
と
し
て

非
常
に
重
要
な
意
味
を
持
つ
出
来
事
で

あ
る
こ
と
に
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

（
坂
本
恵
衣
）

■文化財課 いしかり砂丘の風資料館☎62・3711 ※火曜休館問

坂本恵衣  Kei Sakamoto
専門は文化人類学。地域信仰につい
て調べるとともに、石狩の人々の生活
の中で宗教がどのように考えられてい
たのか、歴史的変遷などを研究する。

石狩市学芸員

▲5インチロケット弾の一部

※5インチロケット弾の一部も展示しています

いしかり
博 物 誌

り 

さ
い

石狩の空襲
～“石狩十大事件”番外編？～

いしかり砂丘の風資料館開館20周年記念特別展
石狩十大事件

～何が現在の石狩をつくった？～
開催中～11/10（日）
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募集【石狩市下水道事業経営戦略の改訂に
ついて】
下水道サービスを将来にわたり安定的
かつ持続可能な事業とするために改訂
します。計画期間は令和７～16年度まで
の10年間です。
募集期間 20（金）～10/21（月）
意見の検討結果 11月中に公表予定
問合せ 下水道課☎72・3175

【石狩市普通財産の売払いに関する要
綱の一部改正について】
市有地の売払いに際して、買い手側が
必要とする面積だけを購入できるよう
にするため、同要綱にそれを可能とする
規定を追加し、市有財産売払いの促進
や財産管理の適正化を図ります。
募集期間 1（日）～30（月）
意見の検討結果 10月中に公表予定
問合せ 財政課☎72・3646

【共通事項】
意見の提出方法 氏名、住所、連絡先を明
記の上、持参･郵送･ファクス･メール･音
声ファイル･録音テープのいずれかで提
出。意見はどなたでも提出できます    
意見の提出先 広聴・市民生活課
（〒061-3292 花川北6・1・30・2 市役
所1階）
　 72・3199　　
     seikatsu@city.ishikari.hokkaido.jp
※詳細は市HP、あい・ボード、市情報公
開コーナー（市役所1階）、市民図書館、
担当課、各支所地域振興課にある資料
をご覧ください

市営・単身者住宅入居者
募集団地 リバーサイドべつかり99
※単身者住宅1戸（1LDK・厚田区）
案内配布 2（月）～
申込期間 6（金）～10（火）
※浜益区に随時募集中の団地あり。厚
田区のみ単身者住宅もあり。詳細は要
問合せ
申込･問合せ 建築住宅課☎72・3144

自衛官
種目 ①自衛官候補生
②一般曹候補生
③航空学生（海・航空自衛官）
④幹部候補性（一般・歯科・薬剤）
⑤防衛大学校学生（専攻：人文・社会科
学、理工学）
応募資格 ①②採用予定月の１日現在、
18歳以上33歳未満の方
③採用予定月の１日現在、18歳以上23
歳未満の方
④採用種目に条件あり、要問合せ
⑤採用予定月の1日現在、18歳以上21
歳未満の方
そのほか 自衛官等個別説明会を希望に
合わせて実施。要問合せ
申込期限 ①②3（火）   ③5（木）
④26（木）   ⑤10/17（木）
申込・問合せ 自衛隊札幌地方協力本部
江別地域事務所☎011・383・8955
※平日9時～17時

必ず連絡先を明記してく
ださい。「会員募集」は申
込順、掲載は年1回です。

11月号の原稿締切日は30（月）です
申込書 秘書広報課、各支所、市公民
館（学び交流センター）に設置
※市ＨＰからも入手可
申込方法 秘書広報課へ持参（開庁日）・
郵送・ファクス・メールのいずれか
※宛先は裏表紙をご覧ください

オンライン提出

▲

【石狩太極拳はまなすサークル】
日時 毎週月曜14時45分～16時15分
場所 市公民館（花川北3･3 学び交流センター）
講師 太極拳A級指導者 森豊貴氏
会費 月4,000円
問合せ 村元さん☎080・1894・4357
    74・5205

会員募集

とよ き

下水道事業に係る受益者負担金・分担金、
下水道使用料などの事項を審議します。
募集人数 ２人
任期 委嘱の日から２年間（R６/11月に委
嘱予定）
応募資格 委嘱予定日時点で満18歳以
上の市内に在住する方
開催時期 平日昼間の年２～３回程度
そのほか 報酬と交通費を支給。託児制
度（費用の一部助成）あり
申込方法 申込書（担当課、あい・ボード、
市HPから入手可）を30（月）までに郵送･
ファクス･メールのいずれかで提出
申込・問合せ 下水道課（〒061-3292 花
川北6・1・30・2 市役所２階）
☎72・3175　    75・2278
     gesui@city.ishikari.hokkaido.jp

下水道事業運営委員

ファミリー・サポート・センター（ファミサポ）のサポート
会員（子育ての援助ができる人）になるための講座
です。子どもの発達や子育てについて学びます。

令和5年度 受講者の声

子どもを産んだ時、ファミサポの方に預かっていただき大変助かったので、
いつか自分もサポートする側になりたいと思い、受講しました。
自身の子育て・活動のために、より良い環境作りをしていきたいと思ったからです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
昔とどんなところが違うのか、今の子育てについて学びたいと思いました。
地域のサポーターさんがいなくて、利用できない方がいると聞いたので。

●

●

●

●

対　    象

場      所
講      師

持  ち  物
費       用
そ の ほ か
申 込 期 間
申込・問合せ

心身ともに健康で子育てに
関心のある、18歳以上の方
市役所（花川北6・1）
保育士や栄養士、小児科医
など
筆記用具　定　員 16人
3,200円（テキスト代）
託児あり（2人）
2（月）～10/11（金）
いしかりファミリー・
サポート・センター
☎72・5552
※平日9時～17時

①
②
③
④
⑤
⑥

10/23（水）
10/28（月）
10/30（水）
11/11（月）
11/13（水）
11/20（水）

 9 時～15時
 9 時～13時
 9 時～15時
 9 時～12時30分
10時～15時
 9 時～11時45分

●

●

●

●

小児看護や子どもの傷害、心肺蘇生法。お子さまの命を預かる立場として
危険のないよう、すぐに対応できる知識を身に付けておく必要があると改めて感じました。
AEDの使用法などの救命講座。保育の具体的な経験話、体験談を聞けたこと。
昔と違い、今は怒ったりたたいたりしないことを知り、反省することがたくさんありました。
最近の粉ミルクの実物に触れたこと。おやつや簡単なおもちゃ作りなども講座で教えてもらいました。

●

●

●

●

●

赤ちゃんや小さいお子さんと触れ合い、抱っこしたり、笑顔を見せてもらうことで、
自分も元気をもらっています。保護者からの感謝の言葉もうれしいです。
お子さんたちと仲良くなれたり、困っているママたちの手助けができること。
保護者さんと一緒にお子さんの話をすることで、育児の楽しさを再確認できること。
自分の子育ての時は全てが必死でしたが、今は知らず知らずのうちにお子さんから
エネルギーをもらったような気がして楽しめました。
お子さんを預かって「助かる」と言っていただけるのが、うれしいです。

日　時

サポート会員養成講座サポート会員養成講座サポート会員養成講座サポート会員養成講座

Q1 受講した理由は？

Q2 最も印象に残った講座は？

Q3 サポート会員の喜びは？

パブリックコメント

ファミサポファミサポファミサポファミサポ
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